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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
スポーツ競技の重要な試合で，最高のパフォーマンスを発揮することが難しいことは，選手の
自己記録更新の低率からも示唆される．その主な原因として，コンディショニングの中でも比較
的不安定な要素とみられる心理的な問題が指摘される．本論文は，スポーツ競技の試合という特
定状況における感情状態を評価する感情尺度「大学生スポーツ選手のスポーツ・パフォーマンス
を予測する感情状態尺度（Affective State Scale for Sports Performance Prediction for university 
student-athletes：ASSSPP）の開発により，スポーツ領域における感情状態の評価法について検討
することを目的とした．さらに，選手の一過性の心理的ストレス反応に注目し，ASSSPPと生理
指標を用いて，実際の試合におけるストレス反応を感情反応と生理反応から分析し，両反応の関
係および感情反応とパフォーマンスの関係から，ASSSPPで評価される感情状態の，パフォーマ
ンス予測機能について検討することを目的とした．本論文は，全6章から構成された． 
第1章では，スポーツ競技の試合において選手のパフォーマンスに影響する感情状態を，プレ
ッシャー下の心理的ストレス反応の問題として捉え，これまでの先行研究を概観して，スポーツ
領域における一過性の心理的ストレス反応評価の現状と課題を論じた．そして，ストレス反応の
起点となる感情反応に関わる感情状態の先行研究を概観し，スポーツ領域における感情状態尺度
開発の方向性と，作成するASSSPPの機能について論じ，本研究の目的と期待される効果につい
て示した． 
第2章では，感情状態尺度ASSSPPの作成を目的とした．そのため，大学生スポーツ選手を対
象とした複数の質問紙調査により，尺度項目となる感情表現語の選択と絞り込み，および因子分
析による因子構造の構築を行った．その結果，ASSSPPは感情の快と活性の2次元構造モデルを
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根拠とする 4 因子（高活性・快，低活性・快，高活性・不快，低活性・不快）16 項目の感情表
現語で構成され，抽象度の高い感情状態を評価できる心理尺度として作成された．そして，
ASSSPPによって評価された感情状態が，試合における選手のパフォーマンスの良否に対応した
鋭敏な反応性を示すことを確認した． 
第3章では，大学生スポーツ選手を対象とした質問紙調査により，ASSSPPの信頼性と妥当性
を検討した．その結果，Cronbachのα係数による内的一貫性と，再検査法による安定性の観点か
ら尺度の高い信頼性を認めた．また，既存の感情尺度「日本語版 PANAS」および試合における
主観的パフォーマンス評価（実力発揮度）との相関関係，スポーツ種目が異なる選手の試合にお
ける感情状態の比較により，併存的および予測的観点から十分な基準関連妥当性を認めた．さら
に，感情状態と実力発揮度で構成される検証モデルに対して，共分散構造分析によるモデル適合
度指標は概ね良好な値を示し，快－不快次元の誘引性に対応した尺度の構成概念妥当性を確認し
た．これらから，ASSSPPは十分な信頼性と妥当性を有し，主観的なパフォーマンス評価と関連
性をもつ感情状態尺度であることを示した． 
第4章では，信頼される心理的ストレス課題であるTSST課題を，大学生バレーボール選手に
課し，ASSSPPの反応性および生理指標との関係性から，感情反応を評価するストレス指標とし
ての有用性を実験室実験により検討した．この実験のTSST課題前後で，選手はASSSPPに回答
し，唾液を採取され，さらに心拍変動を連続的に測定された．その結果，課題後の感情状態は低
活性・快が低下し，高活性・不快が上昇傾向を示した．また，感情状態の変化と同調した唾液コ
ルチゾールの明らかな上昇が観察された．これらから，感情反応を評価するストレス指標として，
ASSSPPが高い反応性と有用性を示すことを明らかにした． 
第 5 章では，実際の試合における選手のストレス反応を感情反応と生理反応から検討するた
め，バレーボール競技の公式試合と練習試合の，試合前と試合中セット間で，選手にASSSPPに
回答させ，唾液を採取した．その結果，練習試合では各セットの感情状態と唾液コルチゾールの
経時変化，およびそれらのセット得失（勝ち負け）による差が観察されなかった．公式試合では，
高活性・不快と唾液コルチゾールが，失った（負けた）セットの直後で上昇し，取った（勝った）
セットの直後で低下していた．公式試合の感情反応とHPAストレス反応系の亢進による生理反
応が，試合中の短い時間で同調し，選手のパフォーマンスの良否に影響されるセット得失に関与
することを実証した．これらから，ASSSPPにより評価された感情状態が，試合におけるパフォ
ーマンスに対して予測機能を有することを示した． 
第6章では，本論文の総括として結論をまとめ，今後の課題と展望を述べた．すなわち，ASSSPP
は感情の2次元空間の4領域に依拠する抽象度の高い感情状態を評価でき，スポーツ競技の試合
という特定状況に対する固有性と鋭敏性を有する尺度として作成された．そして，スポーツ競技
における一過性の心理的ストレスによる感情反応の評価に有用であり，評価された感情状態が選
手のパフォーマンスの良否を予測する機能をもつことを示唆した．本研究の成果は，スポーツ競
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技における感情状態の評価法開発と，それを活用して良質な心理的コンディショニングの確立を
促すという点で，スポーツ領域の感情研究に貢献すると判断される． 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関して, 論文審査委員及び公聴会出席者より,作成された感情尺度の妥当性, ストレス
時の生理指標と感情尺度の関係性, スポーツ・パフォーマンスの予測に対する有効性などについ
て質問がなされたが, いずれも著者から明確な回答があり, 質問者の理解が得られた.  
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果，
本論文が博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した． 
